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ミズオオバコ

別名：水車前草（みずしゃぜんそう），水朝顔（みずあさがお），龍舌草

分布： 全国

Ottelia alismoides

主な生育場所

名前の由来：

＜生活史＞

生育期

開花・
結実期

地方の例(目安）

１年あたり　　　　　　　世代

＜一言うんちく＞

＜人との関わり合い＞

　ため池や湖沼，水路，水田に生育す

る。湛水状態が長く続く休耕田にもみら

れることがある。富栄養で比較的浅い水

域を好む。光が良く届く水深の深いため

池では，大型化した草姿がみられる。

　　　　　　　　　広卵形で平行脈の出る葉が，道端

植物のオオバコの葉によく似ており，水中に生育

する水生植物であることから，水オオバコ。

　沈水性の一年草。葉は根生し，有

柄。葉の形と大きさは変異に富み，長

さは３-40㎝程度，幅も１-18㎝程度と

なる。水面に花茎を伸ばし，３弁の紅

色がかった白い花をつける。花後に

花茎は縮んで水中に没する。果実は

長さ２-5㎝で多数のひだを持つ楕円

形。種子が熟すと果実は三裂し，水面

に種子を散布する。

　かつては全国の水田に普通にみられる主要な雑草であったが，除草剤に弱い

ため，除草剤の普及により，また排水改良等による乾田化の促進などにより，

水田から激減した。ため池も埋め立てられたり，水質の悪化等により，生育環境

が悪化している。現在では無農薬の水田や谷津田，棚田などの良好な環境が

残っている水田にみられるにとどまっている。

　水田での減少など，全国的に見られることが少なくなっており，環境省レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類となっているほか，北海

道などを除く43都府県で絶滅危惧指定を受けている。東南アジアや沖縄地方では葉を食用とする。また，全草を乾燥させたも

のは，喘息，咳，水腫，できもの，むくみ，やけどなどに用い，鎮咳，去痰，解熱，消腫，利尿作用がある。できものややけどな

どには粉末にしたものを患部に塗布する。

ミズオオバコは種内変異の多い植物として知られ，水田では赤褐色の葉

で５㎝程度に小型化する一方，ため池などではキャベツと見違えるほど大

型化します。また，花茎に複数の花が咲くタイプもあり，別種とされてい

ましたが，現在では種内の形態の一つと考えられています。

【季語：晩夏】

季語は設定されているようだが，詩歌への登場はまだみない。

＜農業との関係＞

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月８月 ９月10月１１月12月

＜俳句や短歌への登場＞

　　　　　　　　　同じく沈水植物で根生するスブタの葉は幅1㎝未満の線形で，平行脈

も持たない。また陸上植物のオオバコは水中に生えず，葉の質もミズオオバコと比べ

厚い。

水中で根生する姿もオオバコを想起させる

紅色がかった３弁の白い花
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